
参加者数

アンケート回答者数

アンケート実施期間

Q1.

回答数

22

0

Q1-2.

→回答なし

Q2. 今回の開催期間（約3週間）について、いかがでしたか？

回答選択 回答数

長い 1

適度 18

短い 3

Q2-2.

Q3. 今回の活動内容・プログラムは満足でしたか？

回答選択 回答数

とても満足 16

少し満足 6

普通 0

少し不満 0

不満 0

Q4. なぜ上記のようにご回答されたのか、よろしければお聞かせください。

2ヶ月（少し密度は減ってもいい）

1～2か月

回答

貴重な経験をさせていただいたため。

貴重な体験をたくさんさせていただけた。

春休み・夏休みなのでちょうどいい

別時期の方が良い

（上記の質問で「別時期のほうが良い」と答えた方のみご回答ください。）いつ頃がベストだと思
われますか？

（上記の質問で「長い」「短い」と答えた方のみご回答ください。）どのくらいの期間がベストだと思
われますか？

回答

1か月

Summer School 2022 参加者アンケート結果
41名

22名

2022年9月16日（金）～9月30日（金）

今回の開催時期（Spring School は2月末～3月上旬、Summer School は8月末～9月上旬）
について、いかがでしたか？

回答選択

16

6

0 0 0
0

5

10

15

20

とても満足 少し満足 普通 少し不満 不満

1

18

3

長い 適度 短い



実際に研究をしている先輩方から直接ご指導いただけて"研究"というものがどのようなものかを一回生のうちに知
ることが出来たから。

研究室生活を身をもって体験しました

勉強になった。楽しかった。研究室の方々とのつながりができた。

参加しなければ経験することが出来なかっただろうさまざまなことを体験することができたから。

見て学ぶことが多く、もっと実際に自分で体験をしたかったから。

楽しかったから。

初めて研究室で最先端の研究に触れて、研究の楽しさを満喫できました。充実した夏季休暇になりました。

普通の講義では触れない内容や機器に触れることができたから。

バランスが良かった。3週間の中で、教わった知識が実験にどう結びつくか、また実験がどのような知識を背景にして
いるか、ということを少し感じることができた。研究内容を目を輝かせて語られる先輩方の姿、またレベルの高い他
の参加者に刺激を受けた。研究室の先輩方との距離が近く、たくさん気にかけてくださって、研究に対する心構えや
進路のことも多くお話しすることができて、とても充実した時間を過ごすことができた。
動物実験はただただ怖い、生物系は向いてないだろう、といった思い込みが、体験してみることによって変わって
いった。研究をより身近に感じることができた。

実際の研究室の研究を体験させていただけ、本当に貴重な経験になりました。

３週間かけてラボの研究内容、またモデル生物（今回はマウス）について理解を深めることが出来、将来に役立つと感
じたから。



Q5. 今回の Spring & Summer School の良かった点があれば教えてください。

Q9. 次回参加してみたい研究室があれば教えてください。

Q11. その他、何か伝えたいことはありますか？自由にご記入ください。

毎年お世話になっています。また次回もお世話になる予定なので、どうぞよろしくお願いします。

イレギュラーな日程での参加だったにもかかわらず、私ができるだけ多く体験・学びの機会を得られるように配慮してくださった
今吉研究室の皆様に深く感謝申し上げます。本当にありがとうございました。
生命科学研究科の皆様、お世話になりありがとうございました。今回できたつながりを大事にしていきたいです。

とても楽しく、貴重な経験になりました。企画いただき、ありがとうございました。

貴重な経験をさせてくださり、本当にありがとうございました。

このような貴重な機会を設けてくださり本当にありがとうございました。

回答

クラミド、ウイルス、その他のモデル生物を扱う研究室

微細構造ウイルス学、脳機能発達再生制御学

検討中

システム機能学分野

分子応答機構学など

生体適応力学分野、分子病態学分野など

回答

学部生という早い時期に実際の研究に触れることができ、さらに研究を続けることもできるような機会は本当に貴
重だと思いました。

1～3回生と満遍なく各学年参加者がいたこと。

どうしても予定が合わなくても、途中参加させてもらえた。

実際に研究室に入り、研究に取り組むこと。

事前に十分な知識を持っていなくても丁寧なご指導のおかげで研究に携わることができる点。

卒業生による発表が非常に興味深かった。

とにかく自分の足で研究室に行ってどのような場所で何をしているのか直接見られたこと。

研究とは何かを学べた。

担当教員に実験の方法や原理、最先端の研究について教えてもらえたこと。

受け入れ人数が寛容なところ。

院進を検討するのに良い経験になった。

回答

学部生ではなかなか体験できない研究をさせていただける点。
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